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I は じ め に

看護助手の増員に伴い,合理的に業務を遂行し,

患者のニーズに応え,個別性のある質の高い看護

を提供する事を目標に看護師と看護助手が協力し

合える体制を確立した結果,患者の生活の質の向

上と看護業務の短縮がはかれたので報告する.

Ⅱ 期間 と対象

(期間)2002年 1月 ～2003年 12月 31日

(対象)看護師 24名 と助手 7名

Ⅲ .実   施

1.新体制前の看護助手業務内容の把握

2.看護助手教育内容

3 看護助手増員に伴う勤務体制の変化

4 新体制での看護助手業務の確立

5.新体制での看護助手業務の時間演1定

6 看護助手へのアンケート調査

7.看護師へのアンケート調査

8 5-2病 棟における看護助手業務基準の作成

Ⅳ。結果 および考察

新たに加わった助手業務はシャワー,体位交換,

清拭,手足浴,食事介助,経管栄養準備,薬の準

備,モ ーニングケアで,それに費やした時間の 1

日平均が 155分 (2.6時間)であり,看護師からは

「直接看護の時間が増えゆとりができた」,看護助
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手からは「導入時は不安だったが,現在は積極的

に取 り組めている」という回答が得られた。ゆと

りのある看護は患者のニーズでもあり,今後 も検

討改善 していく事が看護の質の向上につながる。

助手からは技術的な不安 も聞かれたが,経験を重

ねていけば誇 りを持って仕事が出来ると考えられ

る。

V.お わ り に

看護師 と看護助手がそれぞれの力を出し合い,看

護体制の成果が得 られている。今後 もお互いの意

見を積極的に提言し,検討を重ね,よ り合理的に

業務を遂行 して患者のニーズに応え,有意義な入

院生活を送るための支援が出来るよう努力してい

きたい
.
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I.現  状

当院の医療連携に関する現状は,図 1の とおりで

ある。(年度別 lヶ 月平均値 :15年度は 12月 まで

地域医療連携課係長  落 合   肇

の平均値 )

紹介率 。逆紹介率はもとより,事前紹介が右上が

りを示している。 これは,原則的にパー トナー診

療所からの紹介でシステムが浸透しつつあること

患者から見た病診連携
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